
第
35
回

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

協
賛
団
体
事
業
募
集

毎
年
、
公
民
館
を
中
心
に
行
っ

て
い
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

当
事
業
に
賛
同
し
、
開
催
期
間

中
に
事
業
を
行
う
予
定
の
団
体
は

８
月
25
日
㈫
ま
で
に
公
民
館
へ
申

し
出
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】
10
月
～
12
月
予
定

【
昨
年
度
の
協
賛
事
業（
参
考
）】

料
理
、
自
然
観
察
、
学
習
会
、

講
演
会
な
ど

な
お
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
詳
細
は
、
公
民
館
窓
口
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。八

雲
町
二は

た

ち
十
歳
の
集
い

開
催
の
お
知
ら
せ

八
雲
町
・
八
雲
町
教
育
委
員
会

で
は
、
令
和
９
年
の
八
雲
町
二
十

歳
の
集
い
（
旧
名
称
：
成
人
式
）

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
成
年

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
と
な
り

ま
し
た
が
、
八
雲
町
・
八
雲
町
教

育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

20
歳
を
対
象
年
齢
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

【
開
催
日
時
】	

　

令
和
９
年
１
月
10
日
㈰
14
時
～

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
対
象
者
】

　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方※��

名
簿
は
令
和
８
年
11
月
１
日
時

点
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い

て
作
成
し
、
12
月
上
旬
に
対
象

者
へ
案
内
を
送
付
予
定
で
す
。

※�

一
時
的
に
住
民
票
を
移
し
て
い

る
方
や
、
八
雲
町
出
身
で
現
在

他
の
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方

で
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
社
会
教
育
課
（
八
雲
地
域
）

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

３
１
３
１

・
熊
石
教
育
事
務
所（
熊
石
地
域
）

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

木
彫
り
熊
講
座

「
初
心
者
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

木
彫
り
熊
の
制
作
を
若
い
世
代

の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

初
心
者
講
座
（
熊
の
顔
を
模
し
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
成
）
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
程
】
８
月
24
日
㈪
～
27
日
㈭

午
後
６
時
～
８
時（
計
４
回
）

【
会
場
】
木
彫
り
熊
資
料
館
２
階

【
対
象
者
】

　

中
学
３
年
生
以
上
50
歳
未
満
の

町
民

【
定
員
】
３
名　

※�

申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
主
催
者
で
選
考
し
ま
す
。

（
原
則
、
中
高
生
世
代
の
方
を

優
先
し
ま
す
。）

【
講
師
】
伊い

せ瀬　

司つ
か
さ　

氏

【
募
集
期
間
】

　

８
月
10
日
㈪
～
17
日
㈪

【
参
加
費
】

・�

受
講
料
８
０
０
円
（
中
高
生
４

０
０
円
）

・
保
険
料
８
０
０
円

【
申
込
方
法
】

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
入
力
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
公
民
館　

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

３
１
３
１

（
平
日  

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　

☎
０
１
３
７

－

６３

－

３
１
３
１

八雲で過ごした５年間はとても楽しかったです。日本に来る前は、色々な心配がありましたが、
皆さんが温かく迎えてくださったおかげで、徐々に心配は少なくなり、この町と八雲に住んでいる
皆さんが大好きになりました。
これまで小学校で子どもたち・先生方と一緒に、外国語の授業をしました。子どもたちに英語や

海外のことについて教える仕事でしたが、子どもたちからも、日本語や日本の文化などを教えても
らったおかげで日本の文化を知り、日本語のスキルも上達することができました。
八雲でたくさん忘れられない楽しい思い出ができましたので、ここを私の「２番目のホーム」と

呼びたいです。私は八雲を離れて日本の別の場所へ行きますが「ホーム」というのは、いつでも
帰ってこられる場所です。いつか、また八雲に帰ってくるその時まで、皆さんが元気で楽しく過ご
していてくれたらとても嬉しいです。
「さよなら」ではなく、「行ってきます」と言います。また会える日まで、お元気で。
今までありがとうございました。また会いましょう！

八雲で２年間過ごし、いよいよアメリカ・テキサスへ戻る時が来ました。
八雲での生活は本当に素晴らしい経験だったので、ここを離れるのは惜しいです。
八雲の自然は息をのむほど美しいですが、何より素晴らしかったのは八雲の皆さんと出会えたこ

とです。皆さんは私をとても温かく迎え入れてくださり、テキサスから遠く離れたこの地でまるで
故郷にいるかのように感じさせてくれました。
特に八雲の小学校や中学校で一緒に過ごした児童生徒の皆さん。皆さんの一生懸命な姿にはいつ

も感心させられています。これからも英語の勉強を楽しみながら学び続けてくれたら嬉しいです！
八雲のことはいつまでも温かい思い出として胸に刻み、いつかまた戻ってこられる日を楽しみに

しています。
皆さま本当にありがとうございました。お世話になりました。
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